

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































昭和48年4月 「これだけは知って 『工場管理』 新入社員のための原価管理
おきたい原価管理」 日刊工業新聞社


















































































































































































































































































































昭和47年9月 「情報化社会の利益 日本会計研究学 情報化社会の利潤の源泉の重
計画」 ?? 点として情報利潤の提唱
昭和48年5月 「人間尊重経営の収 第7回経営士全
益への還元」 国研究会議
昭和50年6月 「最近の高コスト下 第9回経営士全パネルデスカッションにパネ
における改善」 国研究会議 ラーとして出席
（注）以上の業績目録は，先生の業績目録メモ等を整理，加筆して作成したものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔昭和61年7月16日命日〕
一31
（追記）
　やっとの思いでこの原稿を書き上げた時に，無常にも悲報のベルが鳴り響
いていた。やはり間に合わなかった。残念ながら先生に読んでもらうこと
ができなくなってしまった。
　先生は約1年間の闘病生活を全力で，多分気力と精神力だけで戦われてき
た。先生は，誰れでも驚くような奇跡的な回復をされ，卒業式，開学式に立
派に出席された。自分の職務を最後までまっとうしたいという気力の勝利で
あろう。これで先生の気力も衰えてしまったのか。
　先生との最後の別れとなった7月13日に，交わした会話も主にこの記念論
集のことであった。「人柄と業績目録は完成したのですが，深井理論があまり
にも難解なので，なかなかまとまらないのです」と弁解すると，先生はいつも
のやさしさで微笑んでいらしゃった。先生は，この病の中で，この論集のた
めに最後となってしまった論文を見事に書き上げていた。後半の3分の1が
病のためになかなか大変で苦労されたようであるが，これも気力で完成して
しまったのである。先生が創り上げてきた短大や大学のことを最後まで心配
されて，そして，楽しみな相撲を心より観戦されていた。
　3日後の16日朝10時に，先生は静かに息をひきとられた。
　残念だが，本稿の誤解や誤りも指摘してもらえない。未熟な研究を暖かく
見守ってくれた先生のあの笑顔に接することもできない。今は残された我々
が，先生の御遺志を少しでも引き継いで努力していきたい。
　自ら病気を持ちながらの奥様の1年間にわたる献身的な看護が，先生の気
力をしっかりと支えてきたのであろう。先生の分まで健やかに御元気でいて
頂きたい。
　深井先生は71年間ただ頑張り続けてきたのであるから，今安らかにお休み
下さい。　　　合掌
　　　　　　　　　　　　　　　〔昭和61年7月18日告別式終了後〕
（こんの　つよし，　経営科　専任講師，　簿記原理・工業簿記〉、
一32一
